
データセーブソフトVer.1

取 扱 説明書

CS-4130A専用



はじめに　

このたびは、“CS-4130A用　データセーブソフト　Ver.1”（注：これ以降データセーブソフトと呼
びます。）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

データセーブソフトは、弊社の小型円筒座標型ロボット（CS-4130A）のユーザプログラムの保
存・印刷をパソコン（NEC-PC9801 シリーズ）上で可能にしたアプリケーション　プログラムです。
ユーザプログラムの開発の際に、ご活用ください。

なお、データセーブソフトをパソコンにセットアップするために、MS-DOSの基本的コマンドの知
識が必要です。また、データセーブソフトを使用して、ユーザプログラムを修正するために、デン
ソーロボットのユーザプログラム作成の知識が必要です。ロボットの操作・プログラミング等の知
識に関しては、「デンソーロボットCS SERIES取扱説明書」を参照してください。

対象ロボット型式

このデータセーブソフトは下記のロボット専用品です。
小型円筒座標型ロボット　CS-4130A

注：PC9801シリーズは日本電気株式会社の製品です。
MS-DOSは米国マイクロソフト社の商標です。
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お願い

デンソーロボットをご使用の前に、必ずデンソーロボット取扱説明書の「安全にご使用いただくた
めに」をよくお読みいただき、安全にデンソーロボットをご使用いただきますようお願いします。

注意：安全確保のため、パソコンにて修正したプログラムをデンソーロボットにロードしてお使

いになる場合は、ロードする毎に必ず低速で動作確認を行なって安全を確認した後に、お

使いください。

お客様へ

本ソフトウェアおよび本書は株式会社デンソーの著作物です。
本ソフトウェアのご利用にあたっては、下記の点にご注意ください。

１．著作権

(ａ) 本ソフトウェアは著作権法によって保護されています。
(ｂ) 株式会社デンソーは、本書に特に記載のある場合をのぞき、著作権法上で保護されるす

べての権利を保留します。
２．使用許諾

(ａ) お客様は、本ソフトウェアのコピー１部を同時に一台のコンピュータ上においてのみ使
用できます。

(ｂ) お客様は、同時に一台のコンピュータ上で使用するために限り本ソフトウェアを保存目
的以外に複写することができます。

(ｃ) お客様は、日本国内においてのみ、本ソフトウェアの使用ができます。
３．その他の条件

(ａ) お客様は、本ソフトウェアを第三者に譲渡することはできません。
(ｂ) お客様は、本ソフトウェアを逆コンパイルまたは逆アセンブルすることはできません。

４．保証の制限

(ａ) 当社は、本ソフトウェアのディスク・その他マニュアルに落丁等の欠陥がある場合、お
買上後２ヶ月間に限り補修又は交換に応じるものといたします。

(ｂ) いかなる場合においても当社は、本ソフトウェア製品の使用又は使用不能から生ずる他
の損害（事業利益の損失、事業の中断、事業情報の損失又はその他の金銭的損害を含む
がこれに限定されない）に関して一切責任を負わないものとします。たとえ当社がかか
る損害の可能性について事前に知らされていた場合でも同様です。
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本書の利用方法

3

R

RL LR

LRL

■　本書の利用方法
１　本書の構成

本書は以下の３章から構成されています。お使いの用途にあわせて活用してください。

第１章　データセーブソフトの概要

データセーブソフトの構成・機能・必要なハードウェア・ソフトウェアなどの概要について説
明してあります。概要を知りたいときにお読みください。

第２章　操作前の準備

データセーブソフトをパソコンにインストールする方法と機器の接続方法について説明してあ
ります。データセーブソフトを起動させる前にお読みください。

注意：データセーブソフトはMS-DOS上で作動するアプリケーションプログラムです。本章で
は、MS-DOSのシステムが適切にセットアップされていることを前提に説明しています。
MS-DOSのシステムをセットアップする方法は、MS-DOSの取扱説明書を参照してくだ
さい。

第３章　操作方法

データセーブソフトの起動・終了方法や各機能の説明・操作方法などデータセーブソフトの全
機能を詳しく説明してあります。
データセーブソフトの機能や操作方法について知りたいときに、該当する箇所をお読みください。



本書の利用方法
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２　表記について

取扱説明書のなかで使用される各種のマークは、以下のような意味をもっています。

マーク 意　　　　　　　　　　味 

補足事項など注記をあらわしています。 注： 

注意事項を記しています。 注意： 

重要な注意事項を記しています。 
よくお読みください。 

注意： 

参照ページが11ページであることを示しています。 [P-11]

コマンドなどの機能について記してます。  機　能 

操作前にあらかじめ準備すべき事項を記しています。  準　備 

操作方法を記してます。  操作方法 

各機能に関する補足事項を解説しています。  解　説  

キーボードのそれぞれのキーは　　　キー、　　キーの 
ように　　　で囲んで表記します。詳細は［P2-1]を参 
照してください。 

　　　キー 

　　キー 

ESC ESC
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第第１１章章
データセーブソフトの概要

データセーブソフトの構成・機能・必要なハードウェア・ソ

フトウェアなどの概要について説明してあります。

概要を知りたいときにお読みください。



１ データセーブソフトの概要 １ パッケージ内容

１．パッケージ内容

データセーブソフトのパッケージには、表１－１に示す構成品が梱包されていま
すので確認してください。
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表１－１：パッケージの内容

１ 

２ 

品　　　名 数量 

１ 

１ 

マスタディスク 

取扱説明書（本書） 



１ データセーブソフトの概要

２．機能概要

データセーブソフトはパソコン上で動作するソフトウェアで、小型円筒座標型デ
ンソーロボット（CS-4130）のユーザプログラムやパラメータの保存や印刷に使
用します。

図１－１の機器構成で使用し、以下の機能があります。
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図１－１：データセーブソフトの機器構成

（１）データセーブ／ロード

ロボットコントローラ内のデータをパソコンのハードディスクやフロッピィディ
スクにコピーしたり（セーブ）、逆にセーブしたデータをロボットコントローラ
にコピーする（ロード）ことができます。
次の３種類のデータが扱えます。
①ユーザプログラム

メインプログラム、サブルーチンプログラム、パレタイジングプログラム、変
数値（位置変数，整数変数，実数変数，ジョイント変数）です。



２ 機能概要

②パラメータ

サーボパラメータ、CALデータなどのデータです。
③ログデータ

オペレーションログ、エラーログのことです。ログデータはセーブ、印刷はで
きますが、ロードはできません。
セーブ時には①～③のデータはそれぞれ別のファイルとしてハードディスクや
プロッピィディスクに格納されます。

（２）印刷

パソコンに接続したプリンタを使ってデータを印刷できます。
プリンタはPC-PR系，ESC/P系の選択が可能です。

注１：PC-PR系は日本電気株式会社製プリンタPC-PR201,101シリーズのコントロ
ールコードに対応したプリンタのことです。

注２：ESC/P系はコントロールコードEPSON  ESC/Pに対応したプリンタのことで
す。
EPSON  ESC/Pはセイコーエプソン株式会社の登録商標です。

（３）ファイル一覧、ファイル削除

ファイルの内容をパソコンのディスプレイに表示させたり、ファイルを削除でき
ます。

（４）エディタ起動

セーブしたデータはテキストファイル形式になっていますので、市販のエディタ
を使って修正することができます。その市販エディタを起動することができます。

1-3

R

RL LR

LRL



１ データセーブソフトの概要

３．必要なハードウェア，ソフトウェア

データセーブソフトを使用するためには、表１－２，表１－３に示すハードウェ
アおよびソフトウェアが必要です。それぞれのハードウェア，ソフトウェアの取
扱説明書に従って正しく接続およびセットアップを行なってください。
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１ 

項　　目 内　　　　　　　　　　容 

NEC PC-9801シリーズ 
または完全互換機 

パソコン本体 

メインメモリ 640KB以上 ２ 

動作モード ノーマルモードのみ 
（ハイレゾモードでは動作しない） 

３ 

ディスプレイ 

 

本体内蔵またはPC-9801シリーズのノーマルモード対応の 
もの 
・カラー、モノクロ可 

４ 

フロッピィディスクドライブ 3.5インチ2HD（1.25MBフォーマット）のフロッピィディ 
スクが読書き可のもの 
・1ドライブ以上必要 

５ 

プリンタ PC-PRまたはESC/Pコントロールコードをサポートしてい 
るもの 

６ 

RS232Cケーブル ロボットコントローラとパソコン間の接続用 
・ケーブルのピン配列は「機器の接続」参照 

７ 

No.

ハードディスク 特に必要なし ８ 

マウス 対応していない ９ 

注：項目１～３に対応するPC-9801シリーズは次のものです。 
　　・PC-9801 VM以降（ただし、XA，LT，GSおよびハイレゾタイプは除く） 

表１－２：必要なハードウェア

表１－３：必要なソフトウェア

１ 

項　　目 内　　　　　　　　　　容 

NEC PC-9801シリーズに適合したMS-DOS Ver3.10以降の 
もの 

MS-DOS

汎用エディタ NEC PC-9801シリーズのMS-DOS上で動作するエディタソ 
フト 
・エディタを使ってユーザプログラムの編集をしない場 
　合は不要 

２ 

No.
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第２章
操作前の準備

データセーブソフトをパソコンにインストールする方法と機

器の接続方法について説明してあります。

データセーブソフトを起動させる前にお読みください。



２ 操作前の準備 １ キーの表記方法

１．キーの表記方法

PC9801シリーズの標準のキーボードを図２－１に示します。
キーは、図２－１に従って表記します。
・エスケープキーならば、 あるいは キーと表記します。
・スペースキーについては、スペースキーと表記します。

ESCESC

2-1
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図２－１：標準キーボード（PC-9801シリーズノート型パソコンの例）

２．インストール

データセーブソフトのマスタディスク内の全てのファイルを、データセーブソフ
トを起動するディスクまたはディレクトリにコピーします。
例えば、マスタディスクをBドライブに入れて、A:¥CSRというディレクトリに
インストールする場合、

B:¥>COPY ＊.＊ A:¥CSR

としてコピーします。

ESC STOP F•1 F•2 F•3 F•4 F•5 F•6 F•7 F•8 F•9 F•10 INS DEL ROLL
UP

ROLL
DOWN

TAB

CTRL

SHIFT

CAPS カナ GRPH NFER XFER NUM

SHIFT

HELP

HOME
CLR

COPYBS

⑤ 

③ 

⑥ 

① 

④ 

エスケープキー ESC① 

リターンキー ② 

カーソルキー ③ 

下スクロールキー ④ 

上スクロールキー ⑤ 

文字キー ⑥ 

ROLL DOWN

ROLL UP

② 

スペースキー 

↑  ↓  ←  → 

注意：インストール終了後、マスタディスクは大切に保管してください。



２ 操作前の準備

３．機器の接続

「セーブ」「ロード」を行なう場合はデンソーロボットコントローラとパソコン間
が接続されている必要があります。
ロボットコントローラとパソコンは、図２－２に示すように、ロボットコントロ
ーラのRS232CコネクタとパソコンのRS232C端子を図２－３に示す結線ケーブル
で接続してください。
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注意：結線ケーブルを接続するときは、ロボットコントローラおよびパソコ

ンの電源が切れていることを確認してください。

図２－２：デンソーロボットコントローラとパソコンの接続

デンソーロボットコントローラ パソコン 

RS232C RS232C端子 

RS232Cケーブル 

図２－３：RS232Cケーブルピン配列

信号名 ピンNO 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

20

ピンNO 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

20

信号名 

ロボット 
コントローラ 
　RS232C（25ピン） 

パソコン（PC-9801） 
　　　（25ピン） 

GND 

TxD 

RxD 

RTS 

CTS 

DSR 

GND 

DTR

GND 

TxD 

RxD 

RTS 

CTS 

DSR 

GND 

DTR



３ 機器の接続
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表２－１：通信仕様

項　　　目 内　　　　　　　　　容 

適用回線 

伝送速度 

回線構成 

通信方式 

同期方式 

 

RS-232Cインターフェイス 

9600bps固定 

ポイント・ツー・ポイント 

半二重通信方式 

調歩同期方式、１スタートビット、１ストップビット、 
偶数パリティ 

誤り制御方式 

応答方式 

チェックサム 

ACK、NAK方式 

注１：「セーブ」「ロード」を行なうときには、ロボットのモータ電源を切りの
状態にしてください。

注２：「セーブ」「ロード」以外の処理の場合は、ロボットコントローラとパソ
コンが接続されていなくても操作ができます。

注３：ロボットコントローラ以外の周辺機器（ディスプレイ、プリンタ等）のパ
ソコンへの接続は、パソコンや各周辺機器の取扱説明書に従って正しく
接続してください。

ロボットコントローラとパソコン間は、表２－１の仕様で通信を行ないます。デ
ータセーブソフトを起動すると、パソコンの通信モードは自動的にこの設定にな
ります。ただし、データセーブソフト終了時に起動前の通信モードへ自動的に戻
す処理は行なっていません。
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第３章
操作方法

データセーブソフトの起動・終了方法や各機能の説明・操作

方法などデータセーブソフトの全機能を詳しく説明してあり

ます。

データセーブソフトの機能や操作方法について知りたいとき

に、該当する箇所をお読みください。



３　操作方法 １ 起動・終了

１．起動・終了

1.1 起動方法

MS-DOSが起動し、コマンド入力ができる状態で、次の操作を行ないます。

①データセーブソフトをインストールしたディレクトリに、カレントディレクト
リを変更します。
例えば、A:¥CSRにインストールしてある場合
A＞CD A:¥CSR

と操作します。

②CSR
これで、データセーブソフトが起動します。起動すると、メインメニュー画面
が表示されます。

1.2 終了方法

メインメニュー画面で、終了を選択します。

① キーを押すか、または キーで「終了」を選択し キーを押します。
終了すると、MS-DOSのコマンド入力モードに戻ります。
F·10

操作方法

操作方法

3-1
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３　操作方法

２．メインメニュー

処理を選択することができます。

データセーブソフトを起動すると、図３－１のメインメニュー画面が表示されます。

機　能

3-2
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［95/04/03］★データセーブ　ソフトウェア　Ver1.0★（CS-4130A専用）［20：29：44］ 
 

Ｆ１…セーブ（ロボット→パソコン） 
Ｆ２…ロード（パソコン→ロボット） 
Ｆ３…エディタ起動 
Ｆ４…印刷 
Ｆ５…ファイル一覧 
Ｆ６…ファイル削除 
Ｆ８…ディスクユーティリティ 
Ｆ９…環境設定 
Ｆ10…終了 

セーブ ロード エディタ 印刷 一覧 削除  ファイル 環境 終了 

ＭＡＩＮ　　ＭＥＮＵ 

図３－１：メインメニュー画面

① ～ キーを押すか、または キーで「処理」を選択し、 キー
を押します。
→選択した処理画面に切替ります。

（１）メインメニューから選択できる処理を図３－２に示します。
（２）各処理は終了すると、メインメニューに戻ります。

解　説

F·10F·1

操作方法



２ メインメニュー
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メインメニュー セーブ（ロボット→パソコン） 

ロード（パソコン→ロボット） 

（F·1） 

（F·2） 

エディタ起動 （F·3） 

印　刷 （F·4） 

ファイル一覧 （F·5） 

ファイル削除 （F·6） 

ディスクユーティリティ （F·8） 

フォーマット （F·1） 

環境設定 （F·9） 

終　了 （F·10） 

…データ をパソコンに書込む 

…データ をコントローラに読込む 

…市販のエディタを起動する 

…プリンタに出力する 

…ファイル名，ファイル内容を表示する 

…ファイルを削除する 

…フロピィディスクのフォーマット 

…ディレクトリ設定，プリンタ設定 

…MS-DOSに戻る 

図３－２：メインメニューより選択できる機能



３　操作方法

３．標準画面操作

次の処理に関しては、標準画面になっており、ほとんど同一の操作手順で処理が
行なえます。ここでは、画面の見方と標準の操作方法について説明します。
・標準画面になっている処理… 「セーブ」「ロード」「エディタ起動」「印刷」

「ファイル一覧」「ファイル削除」

3.1 標準画面の見方

メインメニューから処理を起動すると図３－３の標準画面に切替ります。

3-4
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［95/04/03］★データセーブ　ソフトウェア　Ver1.0★（CS-4130A専用）［20：15：32］ 
 

PROG PARAM LOG  切替      

【ファイル削除】 【プログラム】 ディスク全容量 
空容量 

70,791,168 bytes 
39,378,944 bytes

ドライブ［B:］　ディレクトリ［¥DATA¥　　　　　　　　　　　　　　　　 ］ 

センサーXY.DAT 
M33パレット.DAT 
M38パレット.DAT 
M43パレット.DAT 
M48パレット.DAT 
M33パイプ   .DAT

M30パレット.DAT 
M35パレット.DAT 
M40パレット.DAT 
M45パレット.DAT 
M30パイプ   .DAT 
M35パイプ   .DAT

M31パレット.DAT 
M36パレット.DAT 
M41パレット.DAT 
M46パレット.DAT 
M31パイプ   .DAT 
M36パイプ   .DAT

M32パレット.DAT 
M37パレット.DAT 
M42パレット.DAT 
M47パレット.DAT 
M32パイプ   .DAT 
M37パイプ   .DAT

削除するファイルを選択して、リターンキーを押して下さい。 
ESCキーにてメインメニューに戻ります。 

ファイル名［　　　　］ 

メッセージ 
エリア 

既存ファイル名 
エリア 

処理名 ファイル種別 

ファイル名エリア 

ブラシホルダ   .DAT 
M34パレット.DAT 
M39パレット.DAT 
M44パレット.DAT 
M49パレット.DAT 
M34パイプ   .DAT

図３－３：標準画面例

（１）処理名

選択した処理名が表示されています。
（２）ファイル種別

対象とするファイルの種別が表示されています。ファイル種別には表３－１に示
すような３種類のものがあります。



３ 標準画面操作
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表３－１：ファイル種別

No. ファイル種別 内　　容 ファイル名 切替キー 

１ プログラム ユーザプログラム、 
変数 

＊＊＊＊. DAT F·1

２ パラメータ パラメータ ＊＊＊＊. PRM F·2

３ ログ ローグデータ ＊＊＊＊. LOG F·3

注：＊＊＊＊はファイル名入力エリアで入力するファイル名です。 

ファイル種別を切替えるときは 　　～　　 キーを押します。 
注１：「ログ」はロード時には選択できません。 
注２：「パラメータ」はリードオンリーファイルとしてセーブされます。 

F·1 F·3

（３）既存ファイル名エリア

該当するファイルがあれば表示します。表示のしかたは、次の２種類あり、
キーを押す毎に切替ります。

①ファイル名のみ表示
②ファイル名，ファイルサイズ，作成日時を表示
１画面で表示しきれない時は、 キーを押すと次の画面に切替ります。

キーを押すと前画面に戻ります。

（４）メッセージエリア

操作指示メッセージを表示しています。メッセージに従って操作してください。

（５）ファイル名入力エリア

ここにファイル名を入力します。
注：ファイル名は最大８文字（全角４文字）が入力可能です。

ROLL DOWN

ROLL UP

F·5



３　操作方法
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3.2 操作手順

図３－４に操作手順を示します。

メインメニュー 

3.2.1 
ファイル指定 

3.2.2 
スタート確認 

処　　理 

エラーメッセージ 

ファイル種別 
切替え 

ファイル表示 
切替え 

ESC F·1 F·6～ 

ファイル名 

Y または 

異常終了 

正常終了 

N

F·1 F·3～ 

F·5 ROLL DOWNROLL UP

図３－４：操作手順



３ 標準画面操作

3.2.1 ファイル指定

次の２つの方法があります。
（１）ファイル名入力

①キーボードからファイル名を入力します。
② キーを押します。

（２）ファイル選択

① キーでファイルを選択します。
② キーを押します。

処理により、表３－２ように（１）、（２）ができるものとできないものがあります。

解　説

操作方法
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No. 処　　理 
ファイル指定方法 

（１）ファイル名入力 （２）ファイル選択 

１ セーブ 

２ ロード 

３ エディタ 
起　動 

通　常 

新　規 

４ 印　刷 

５ ファイル一覧 

６ ファイル削除 

○ 

× 

× 

○ 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

表３－２：処理とファイル指定方法

3.2.2 スタート確認

処理を開始してよいか、図３－５のような確認メッセージが表示されます。

指定のファイル名でデータをセーブします。よろしいですか？　　Y／N

図３－５：スタート確認メッセージ（セーブの例）

（１）処理を開始するとき

キーまたは キーを押します。
→処理が開始します。

（２）処理を開始しないとき

キーを押します。
→メインメニューに戻ります。

N

Y

操作方法



３　操作方法

3.2.3 エラーメッセージ

エラーが発生すると、図３－６のようなエラーメッセージウィンドウが表示され
ます。

3-8
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キーを押します。
→ファイル指定モードに戻ります。

操作方法

エラーメッセージ 

ロボットが通信できないモードです。 

確認したらリターンキーを押して下さい。 

図３－６：エラーメッセージウィンドウ
エラーメッセージの内容は［P3-18］の「12．エラーメッセージ一覧」を参照し
てください。



４ セーブ
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４．セーブ

ロボットコントローラ内のデータをパソコンのハードディスクやフロッピィディ
スクに、テキストファイルに変換して書込みます。

（１）あらかじめ、ロボットコントローラとパソコンをRS232C通信ケーブルで接
続しておきます。
（「第２章　３．機器の接続」を参照してください。）

（２）データをセーブするディレクトリはあらかじめ環境設定で指定しておきます。
（３）データをセーブするディスクは書込み可になっていなければなりません。

①ロボットのモータ電源を切ります。
②メインメニューで「セーブ」を選択します。
③ファイルの種別を切替えます。
④ファイル名を入力し キーを押します。
→図３－７が表示されます。

操作方法

準　備

機　能

指定のファイル名でデータをセーブします。よろしいですか？　　Y／N
図３－７：確認メッセージ

⑤ キーまたは キーを押します。
→セーブを開始します。

Y

（１）既にあるファイル名を入力したときは、図３－８の確認メッセージが表示
されます。

解　説

メッセージ 

入力された名称のファイルが既に存在します。 

上書きしてもよろしいですか？　　Y／N

図３－８：確認メッセージ

・上書きしてもよいとき… キーまたは キーを押します。
注：上書きすると元のファイルのデータは失なわれます。
・上書きしてはいけないとき… キーを押します。N

Y



３　操作方法
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５．ロード

パソコンのハードディスクやフロッピィディスク内のセーブデータをロボットの
実行コードに変換してロボットコントローラに書込みます。

（１）あらかじめ、ロボットコントローラとパソコンをRS232C通信ケーブルで接
続しておきます。
（「第２章　３．機器の接続」を参照してください。）

（２）ロードするデータのあるディレクトリはあらかじめ環境設定で指定してお
きます。

①ロボットのモータ電源を切ります。
②メインメニューで「ロード」を選択します。
③ファイルの種別を切替えます。
④ファイル名を選択し、 キーを押します。
→図３－９が表示されます。

操作方法

準　備

機　能

指定のファイルをロードします。よろしいですか？　　Y／N

図３－９：確認メッセージ

⑤ キーまたは キーを押します。
→ロードを開始します。

Y

（１）ロードするデータに誤りがあると、ロボットの実行コード変換時に図３－
10を表示して停止します。

解　説

エラーメッセージ 

ロードするデータに誤りがあります。 

エラーファイル（＊＊＊＊. ERR)を参照して下さい。 

確認したらリターンキーを押して下さい。 

図３－10：エラーウィンドウ

エラー発生箇所は「＊＊＊＊.ERR」（＊＊＊＊はファイル名）という名称でファ
イルされていますので、これを参考にしてエディタにより修正してください。
エラー内容については、［P3-20］の「13．ロード時のエラーメッセージ」を参
照してください。



６ エディタ起動
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６．エディタ起動

エディタを起動します。起動したエディタを使ってプログラムなどの編集ができ
ます。

（１）起動するエディタはあらかじめ環境設定で指定しておきます。
（２）編集するファイルのディレクトリはあらかじめ環境設定で指定しておきます。
（３）編集するファイルのあるディスクは書込み可になっていなければなりません。

①メインメニューで「エディタ起動」を選択します。
②ファイルの種別を切替えます。
③ファイルを指定し キーを押します。
［既存ファイルの場合］ 矢印キーでファイルを選択します。
［新規ファイルの場合］ キーを押した後、ファイル名を入力します。
→図３－11が表示されます。

F·5

操作方法

準　備

機　能

指定のファイルを編集します。よろしいですか？　　Y／N

図３－11：確認メッセージ

④ キーまたは キーを押します。
→エディタが起動します。

（１）エディタは「データセーブソフト」のパッケージには付属しておりません。
お手持ちのものをお使いください。
注：お使いいただけるのは、MS-DOS上で起動できるものに限ります。

（２）パラメータの参照のために、エディタを起動できますが、パラメータの変
更は行なわないでください。

解　説

Y

注意：パラメータを誤った値に変更し、ロードすると、ロボットの異常動

作や故障の原因となります。パラメータの変更は行なわないでくだ

さい。



３　操作方法
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７．印刷

ファイルの内容をプリンタに出力します。

（１）あらかじめ、パソコンとプリンタをプリンタケーブルで接続しておき、オ
ンライン状態にします。

（２）プリンタ種類、給紙方法をあらかじめ環境設定で指定しておきます。
（３）印刷するファイルのあるディレクトリをあらかじめ環境設定で指定してお

きます。

（１）メインメニューで「印刷」を選択します。
（２）ファイルの種別を切替えます。
（３）ファイルを指定し キーを押します。

→図３－12が表示されます。

操作方法

準　備

機　能

指定のファイルを印刷します。よろしいですか？　　Y／N

図３－12：確認メッセージ

（４） キーまたは キーを押します。
→印刷を開始します。
注：印刷を中断したい場合は、 キーを押します。ESC

Y



８ ファイル一覧
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８．ファイル一覧

ファイルの一覧とファイルの内容を表示します。

（１）表示するファイルのディレクトリはあらかじめ、環境設定で指定しておき
ます。

（１）メインメニューで「ファイル一覧」を表示します。
（２）ファイルの種別を切替えます。
（３）ファイルを選択し、 キーを押します。

→ファイルの内容が表示されます。

操作方法

準　備

機　能

　　 
OFF 
ON 
APRE 
ISP 
MVE 
LABL 
JI 
SUB 
DEP 
ISP 
MVE 
LABL 
JI 
PALT 
END↓ 
 
 
OFF 
ON 
APRE 
ISP

　 
1↓ 
1↓ 
2↓ 
50.0↓ 
50↓ 
P0001↓ 
1↓ 
1 
1↓ 
50↓ 
100↓ 
P0002↓ 
2↓ 
2 
2↓ 
 
 
2↓ 
4↓ 
5↓ 
50.0↓ 
50↓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
－ 
 
 
 
 
 
－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
1↓ 
 
 
 
 
 
2↓ 

 B:¥DATA¥M39パイプ .DAT 
;PROGRAM↓ 
↓ 
PRO 
0010 
0020 
0030 
0040 
0050 
0060 
0070 
0080 
0090 
0100 
0110 
0120 
0130 
0140 
0150 
↓ 
PRO 
0010 
0020 
0030 
0040

[0001]

図３－13：ファイルの内容

（４）ファイル内容表示状態での画面操作は、表３－３のキーを使用します。
表３－３：表示状態でのキー操作

キー 動　　　　　作 

ESC

ROLL DOWN

ROLL UP 半画面（11行）分次の行を表示します。 

半画面（11行）分前の行を表示します。 

１行次の行を表示します。 

１行前の行を表示します。 

ファイル指定に戻ります。 ， 

（１）「ファイル一覧」では、ファイル内容の変更はできません。ファイル内容を
変更したいときは、「エディタ起動」で行なってください。

（２）2000行以上のファイルの場合は、先頭の2000行分の表示しかされません。
これ以上の内容の参照は「エディタ起動」で行なってください。

解　説



３　操作方法
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９．ファイル削除

ファイルを削除します。

（１）削除するファイルのあるディレクトリはあらかじめ環境設定で指定してお
きます。

①メインメニューで「ファイル削除」を選択します。
②ファイルの種別を切替えます。
③ファイルを指定し、 キーを押します。
→図３－14が表示されます。

操作方法

準　備

機　能

指定のファイルを削除します。よろしいですか？　　Y／N
図３－14：確認メッセージ

④ キーまたは キーを押します。
→ファイルが削除されます。

Y



10  ディスクユーティリティ
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10．ディスクユーティリティ

フロッピィディスクのフォーマットを行ないます。

新品またはデータを消してもよいフロッピィディスク（3.5インチ2HDタイプ）
を用意します。

準　備

機　能

③ドライブ名を入力し、 キーを押します。
→図３－16が表示されます。

①メインメニューから「ディスクユーティリティ」を選択します。
→ディスクユーティリティ画面が表示されます。

② キーまたは キーを押します。
→図３－15が表示されます。
F·1

操作方法

フォーマットするドライブ名を 
入力してください。 
 
ドライブ名：［  ］ 

ディスク　ユーティリティ 

図３－15：ドライブ名入力ウィンドウ

指定されたドライブ名の 
プロッピーディスクをフォーマットします。 

【フォーマット】 

内容はクリアされます。 
よろしいですか？　Y/N

0％ 50％ 100％ 

④ キーまたは キーを押す。
→フォーマットを開始します。

Y

図３－16：確認／実行ウィンドウ

注意：既にデータの入っているフロッピィディスクをフォーマットすると

元のデータは消滅します。大切なデータの入っているフロピィディ

スクをフォーマットしないように十分注意してください。
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（１）この機能では、3.5インチ2HD以外のタイプのフロッピィディスクのフォー
マットはできません。その他のタイプのフロッピィディスクやハードディ
スクはMS-DOSの取扱説明書を参照の上、MS-DOSコマンドを使ってフォ
ーマットしてください。

（２）操作方法の②～④で キーを押すと、１つ前のウィンドウまたはメニ
ューに戻ります。

ESC

解　説
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11．環境設定

使用環境を設定します。表３－４の項目があります。

機　能

データセーブソフトを起動するディスクが書込み可になっている必要がありま
す。

①メインメニューから「環境設定」を選択します。
→図３－17の画面になります。

操作方法

準　備

表３－４：環境設定項目

項　　　目 内　　　容 

データ  ドライブ＆ 
ディレクトリ 

関連する機能 

データファイルのドライブと 
ディレクトリの設定 

セーブ，ロード，エディタ起動， 
印刷，ファイル一覧，ファイル削除 

エディタ  ドライブ＆ 
ディレクトリ 

エディタのドライブと 
パス名の設定 

エディタ起動 

プリンタ機種設定 プリンタの機種の選択 印刷 

プリンタ給紙方法 プリンタの給紙方法の選択 印刷 

②　　　キーで設定する項目を選択します。
③設定を行ないます。
［ドライブ＆ディテクトリの設定］キーボードを使って入力します。
［プリンタの設定］ キーで選択します。

【 環 境 設 定 】 

［95/04/03］★データセーブ　ソフトウェア　Ver1.0★（CS-4130A専用）［20：35：43］ 
 

〈〈データ　ドライブ＆ディレクトリ〉〉 
[B:¥DATA¥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　] 
〈〈エディタ　ドライブ＆ディレクトリ〉〉 
[A:¥DOS¥SEDIT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

【プリンタ機種設定】　PC-PR系　ESC／P系 
【プリンタ給紙設定】　手差し　連続　シートフィーグ　 

図３－17：環境設定画面
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④　　キーを押します。
→図３－18が表示されます。

この設定でよろしいですか？　　Y／N

⑤　　キーまたは　　キーを押します。Y

図３－18：確認メッセージ

解　説

（１）設定はCSR．CFGファイルに書込まれます。このファイルがないときは、
自動的に作成されます。

（２） キーを押すと、変更なしにメインメニューに戻ります。
（３）「データドライブ＆ディレクト」の設定のときは、最後に'￥'を入力して下

さい。
例えば、Aドライブでディレクトリが「¥DATA」の場合、
「A:¥DATA¥」

と入力します。
（４）「エディタドライブ＆ディレクトリ」の設定のときは、ドライブ，パス名，

ファイル名を入力してください。
例えば、Aドライブのディレクトリが「¥DOS」にあるSEDIT.EXEを起動
するときは、
「A:¥DOS¥SEDIT」

と入力します。

ESC

12．エラーメッセージ一覧

操作時にエラーが発生した場合に表示されるエラーメッセージの一覧を表３－５
に示します。
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機
　
能
 

エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

処
　
　
　
　
　
　
　
　
置
 

参
照
頁
 

共
　
通
 

デ
ー
タ
ド
ラ
イ
ブ
が
使
え
ま
せ
ん
。
環
境
設
定
を
 

変
更
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
環
境
設
定
の
デ
ー
タ
ド
ラ
イ
ブ
＆
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
の
設
定
で
、
使
用
可
能
な
ド
ラ
イ
ブ
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
指
定
さ
れ
た
デ
ー
タ
ド
ラ
イ
ブ
が
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
デ
ィ
ス
ク
の
場
合
、
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
デ
ィ
ス
ク
が
正
し
く
セ
ッ
ト
 

　
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
②
の
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
デ
ィ
ス
ク
が
M
S-
D
O
Sコ
マ
ン
ド
で
読
め
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

セ
ー
ブ
 

デ
ィ
ス
ク
が
書
込
み
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

デ
ィ
ス
ク
を
書
込
み
可
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

デ
ィ
ス
ク
の
空
容
量
が
不
足
で
す
。
 

①
デ
ィ
ス
ク
上
の
不
要
な
フ
ァ
イ
ル
を
削
除
し
て
、
空
容
量
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
環
境
設
定
の
デ
ー
タ
ド
ラ
イ
ブ
＆
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
の
設
定
で
、
十
分
な
空
容
量
の
あ
る
ド
ラ
イ
ブ
を
設
定
し
て
 

　
く
だ
さ
い
。
 

セ
ー
ブ
 

ロ
ー
ド
 

R
S2
32
C
回
線
未
接
続
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

①
正
し
い
R
S2
32
C
ケ
ー
ブ
ル
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

RS
23
2C
回
線
異
常
で
す
。
リ
セ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
 ①
ロ
ボ
ッ
ト
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
操
作
を
終
了
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
ロ
ボ
ッ
ト
の
自
動
運
転
を
や
め
て
く
だ
さ
い
。
 

③
デ
ー
タ
セ
ー
ブ
ソ
フ
ト
を
終
了
し
、
再
度
起
動
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

④
M
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D
O
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終
了
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
デ
ー
タ
セ
ー
ブ
ソ
フ
ト
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再
起
動
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑤
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
電
源
を
切
り
、
再
度
電
源
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
正
し
い
R
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C
ケ
ー
ブ
ル
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ロ
ボ
ッ
ト
が
通
信
で
き
な
い
モ
ー
ド
で
す
。
 

①
ロ
ボ
ッ
ト
を
手
動
モ
ー
ド
に
し
て
モ
ー
タ
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

エ
デ
ィ
タ
 

起
　
動
 

エ
デ
ィ
タ
が
存
在
し
ま
せ
ん
。
環
境
設
定
を
変
更
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

環
境
設
定
の
エ
デ
ィ
タ
ド
ラ
イ
ブ
＆
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
の
設
定
で
、
使
用
可
能
な
エ
デ
ィ
タ
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

印
　
刷
 

プ
リ
ン
タ
が
オ
フ
ラ
イ
ン
状
態
で
す
。
オ
ン
 

ラ
イ
ン
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

プ
リ
ン
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

プ
リ
ン
タ
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い
か
、
電
源
が
 

O
FF
し
て
い
ま
す
。
 

①
プ
リ
ン
タ
の
電
源
を
O
N
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
正
し
い
プ
リ
ン
タ
ケ
ー
ブ
ル
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

削
　
除
 

デ
ィ
ス
ク
が
書
込
み
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

デ
ィ
ス
ク
を
書
込
み
可
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ディ
スク
 

ユー
ティ
リテ
ィ 
デ
ィ
ス
ク
が
書
込
み
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

デ
ィ
ス
ク
を
書
込
み
可
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

デ
ィ
ス
ク
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

デ
ィ
ス
ク
を
セ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
 

指
定
の
ド
ラ
イ
ブ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

接
続
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

指
定
の
ド
ラ
イ
ブ
は
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
き
ま
せ
ん
。
 指
定
し
た
ド
ラ
イ
ブ
は
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

環
境
設
定
 
デ
ィ
ス
ク
が
書
込
み
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

デ
ー
タ
セ
ー
ブ
ソ
フ
ト
を
起
動
し
た
ド
ラ
イ
ブ
が
書
込
み
禁
止
に
な
っ
て
い
て
、
設
定
し
た
環
境
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書
込
み
で
き
 

ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
セ
ー
ブ
ソ
フ
ト
を
起
動
し
た
ド
ラ
イ
ブ
を
書
込
み
可
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

デ
ィ
ス
ク
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

デ
ー
タ
セ
ー
ブ
ソ
フ
ト
が
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
デ
ィ
ス
ク
か
ら
起
動
さ
れ
た
の
ち
、
デ
ィ
ス
ク
が
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
抜
か
れ
 

ま
し
た
。
デ
ー
タ
セ
ー
ブ
ソ
フ
ト
を
起
動
し
た
デ
ィ
ス
ク
を
ド
ラ
イ
ブ
に
セ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
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指
定
の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
環
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設
 

定
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。
。
 

環
境
設
定
の
デ
ー
タ
ド
ラ
イ
ブ
＆
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
の
設
定
で
、
正
し
い
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ロ
ー
ド
す
る
デ
ー
タ
に
誤
り
が
あ
り
ま
す
。
 

エ
デ
ィ
タ
を
起
動
し
、
該
当
フ
ァ
イ
ル
の
エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
、
エ
ラ
ー
箇
所
を
修
正
し
て
く
だ
さ
 

い
。
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表３－５：エラーメッセージ一覧
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13．ロード時のエラーメッセージ

ロードするデータに誤りがあると、「ロードするデータに誤りがあります。」とい
うメッセージを表示し、エラーファイルにエラー箇所とエラー内容が書込まれま
す。エディタを起動し、該当ファイルのエラーメッセージを参考にしてエラー箇
所を修正してください。

・ファイル名：＊＊＊＊.ERR（＊＊＊＊はロードするデータのファイル名）
・エラーメッセージの出力形式：「行番号」「データの種別」「エラーメッセージ」

①行番号：ファイルの先頭からの行番号を示します。
②データの種別：表３－６に示します。
③エラーメッセージ：表３－７に示します。

ファイル種別 データ分類 データの種別表記 内　　容 

プログラム プログラム PRO プログラム 

SUB サブルーチン 

PALT パレタイジング 

変数 IVAR 整数変数 

PVAR 位置変数 

FVAR 実数変数 

JVAR ジョイント変数 

PARA パラメータ パラメータ パラメータ 

データ分類 エラーメッセージ 処　　　　　置 

プログラム プログラムNo.範囲外 プログラムNo.を範囲内の番号にしてくだ 
さい。 
　PRO　：1～30 
　SUB　：1～50 
　PALT  ：1～15

ステップ範囲外 ステップ数が規定値を越えています。プ 
ログラムの種類に対応した範囲内のステッ 
プ数にしてください。 
　PRO　：最大80ステップ 
　SUB　：最大40ステップ 
　PALT  ：最大40ステップ 
 コマンドなし コマンド名が正しくないか、使用できない 
コマンドです。正しいコマンド名に変更し 
てください。 

プログラムNo.重複 同じ番号のプログラムがあります。別の 
番号にしてください。 

表３－６：データの種別

表３－７：ロード時のエラーメッセージ

（次ページへつづく）
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データ分類 エラーメッセージ 処　　　　　置 

変　　数 変数No.範囲外 範囲内の変数No.にしてください。 
　整数変数　　　：I0001～I0500 
　位置変数　　　：P0001～P0500 
　実数変数　　　：F0001～F0100 
　ジョイント変数：J0001～J0100

変数名誤りまたは変数名 
なし 

誤った変数名が使用されています。正しい 
ものに変更してください。 

パラメータなし 必要なパラメータがありません。 パラメータ 

注意：パラメータは変更しないでください。誤ったパラメータをロードすると、 
　　　ロボットの異常動作や故障の原因となります。 

データ範囲外 各コマンドで使用できる範囲内の値にして 
ください。 

引数誤り コマンドのデータ個数や使用できない変数 
があります。正しく変更してください。 

変数No.範囲外 範囲内の変数No.にしてください。 
　整数変数　　　：I0001～I0500 
　位置変数　　　：P0001～P0500 
　実数変数　　　：F0001～F0100 
　ジョイント変数：J0001～J0100

パレタイジング変数名誤り 
または変数名なし 

PALT内のパレタイジング変数名を正しい 
ものにしてください。 
 

プログラム 

変数名誤りまたは変数名 
なし 

誤った変数名が使用されています。正しい 
ものに変更してください。 

ステップNo.なし 行の先頭にステップNo.がありません。 
正しいステップNo.を入れてください。 
注： ステップNo.が重複したり、順序が正 
　　しくない時は自動的にリナンバリング 
　　されます。 

コマンド条件不適合 コマンドの使用条件に合っていません。 
正しく変更してください。 
（例）パレタイジングプログラムでPAPRE, 
　　　PMVE,  PDEPEの順番が正しくない。 

文字型不適合 誤った文字型が使用されています。 
正しいものに変更してください。 
（全角文字や半角カナ文字等） 

（前ページからつづく） 表３－７：ロード時のエラーメッセージ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 デンソーロボット CS-4130A専用 

データセーブソフト VER.1 
 

 取扱説明書 

 初 版 1995 年 9 月 
第 2 版 1996 年 10 月 
  

株式会社デンソーウェーブ 

 
4H 

● この取扱説明書の一部または全部を無断で複製・転載することはお断りします。 

● この説明書の内容は将来予告なしに変更することがあります。 

● 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審の点や誤り、記載もれなど、お気づきの点が

ありましたら、ご連絡ください。 

● 運用した結果の影響については、上項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

410002-0170-R2 
 


	CS-A用データセーブソフトVer.1
	はじめに
	本書の利用方法
	目次
	第1章　データセｰﾌﾞソフトの概要
	パッケージ内容
	機能概要
	必要なハードウェア、ソフトウェア

	第2章　操作前の準備
	キーの表記方法
	インストール
	機器の接続

	第3章　操作方法
	起動・終了
	メインメニュー
	標準画面操作
	標準画面の見方
	操作手順

	セーブ
	ロード
	エディタ起動
	印刷
	ファイル一覧
	ファイル削除
	ディスクユーティリティ
	環境設定
	エラーメッセージ一覧
	ロード時のエラーメッセージ




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




